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(57)【要約】
　駐車場管理システム及び運用方法が開示される。一つ
の変形例において、コンピュータ実装式方法は、掲載側
クライアント・デバイスから掲載場所に関する位置デー
タを受信すること、位置データに基づいて半径境界を確
立すること、半径境界を使用して一つ又は複数のデータ
ベースをフィルタリングすることであって、それにより
、掲載される駐車空間の量及びプリセット期間内に予約
される駐車空間の量を決定するためのフィルタリングを
すること、掲載される駐車空間の量、予約される駐車空
間の量、及びプリセット期間を使用して場所固有のトラ
ンザクション・レートを計算すること、場所固有のトラ
ンザクション・レートに基づいて推奨掲載価格を決定す
ること、及び推奨掲載価格を掲載側クライアント・デバ
イスに送信することを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワークを通じて駐車場予約を管理するコンピュータ実装式方法であって、
　一つ又は複数のメモリ・ユニットに記憶される一つ又は複数のデータベースにおいて、
掲載場所に関する位置データを受信すること、
　コンピューティング・システムの一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記一つ又は
複数のデータベースに記憶される前記位置データに基づいて半径境界を確立すること、
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記半径境界を使用して前記一つ又は複数
のデータベースをフィルタリングすることであって、それにより、掲載される駐車空間の
量及びプリセット期間内に予約される駐車空間の量を決定する、フィルタリングすること
、
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記掲載される駐車空間の量、前記予約さ
れる駐車空間の量、及び前記プリセット期間を使用してトランザクション・レートを計算
し、前記トランザクション・レートを前記一つ又は複数のデータベースに記憶すること、
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記トランザクション・レートに基づいて
推奨掲載価格を決定すること、及び
　一つ又は複数の通信インタフェースを使用する前記通信ネットワークを通じて、前記推
奨掲載価格を掲載側クライアント・デバイスに送信することを含む、コンピュータ実装式
方法。
【請求項２】
　前記通信ネットワークを通じて、一つ又は複数の駐車場センサから一つ又は複数の掲載
要求を受信すること、
　前記通信ネットワークを通じて、一つ又は複数のブッキング側クライアント・デバイス
及び自己運転車両の一つ又は複数の制御ユニットの少なくとも一方から、一つ又は複数の
予約要求を受信すること、及び
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記一つ又は複数の掲載要求及び前記一つ
又は複数の予約要求を使用して、前記一つ又は複数のデータベースにおいて、前記掲載さ
れる駐車空間の量及び前記予約される駐車空間の量を更新することを更に含む、請求項１
に記載のコンピュータ実装式方法。
【請求項３】
　前記一つ又は複数の駐車場センサは、近接性検出器、一つ又は複数のセンサ・プロセッ
サ、センサ通信インタフェース、及びポータブル電源を備える、請求項２に記載のコンピ
ュータ実装式方法。
【請求項４】
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記ブッキング側クライアント・デバイス
及び前記自己運転車両の前記制御ユニットの少なくとも一方から前記予約要求を受信する
ことに応答して、バッファ期間を予約期間に付加することを更に含む、請求項２に記載の
コンピュータ実装式方法。
【請求項５】
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記推奨掲載価格を決定する前に、前記一
つ又は複数のデータベースに記憶される掲載価格に基づいて平均掲載価格を計算すること
、及び
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記一つ又は複数のデータベースに記憶さ
れる前記トランザクション・レートを使用して掲載乗算子を計算し、前記掲載乗算子を前
記平均掲載価格で乗算することによって前記推奨掲載価格を決定することを更に含む、請
求項１に記載のコンピュータ実装式方法。
【請求項６】
　前記掲載乗算子を計算することは、前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記ト
ランザクション・レートがレート閾値を超えると、前記一つ又は複数のデータベースに記
憶される前記トランザクション・レートに対数関数を適用することを含む、請求項５に記
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載のコンピュータ実装式方法。
【請求項７】
　前記掲載場所の近傍の一つ又は複数のセンサからタイムスタンプ・データを受信し、前
記タイムスタンプ・データを前記一つ又は複数のデータベースに記憶すること、
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記タイムスタンプ・データを使用して平
均駐車時間を決定すること、及び
　前記一つ又は複数の通信インタフェースを使用する前記通信ネットワークを通じて、前
記平均駐車時間を使用して計算される推奨利用可能時間を前記掲載側クライアント・デバ
イスに送信することを更に含む、請求項１に記載のコンピュータ実装式方法。
【請求項８】
　前記一つ又は複数のセンサは、一つ又は複数のブッキング側クライアント・デバイス及
び自己運転車両の一つ又は複数の制御ユニットの少なくとも一方の位置決めユニットを備
える、請求項７に記載のコンピュータ実装式方法。
【請求項９】
　前記通信ネットワークを通じて、予約済み駐車空間を占有する車両の出庫予定に関する
、ブッキング側クライアント・デバイスからのステータス更新を受信すること、
　前記ステータス更新を受信することに応答して、前記ブッキング側クライアント・デバ
イスのリアルタイム位置を決定すること、及び
　前記予約済み駐車空間の占有ステータスを確認するため、前記ブッキング側クライアン
ト・デバイスから受信される前記ステータス更新に応答して、前記予約済み駐車空間の近
傍の駐車場センサに問合せることを更に含む、請求項１に記載のコンピュータ実装式方法
。
【請求項１０】
　前記予約済み駐車の前記占有ステータスに基づいて前記トランザクション・レートを使
用してペナルティ乗算子を計算すること、
　前記ペナルティ乗算子及び掲載価格を使用してペナルティ・レートを計算すること、及
び
　前記通信ネットワークを通じて、前記ペナルティ・レートを前記ブッキング側クライア
ント・デバイス及び前記掲載側クライアント・デバイスの少なくとも一方に送信すること
を更に含む、請求項９に記載のコンピュータ実装式方法。
【請求項１１】
　通信ネットワークを通じて駐車場予約を管理するコンピューティング・システムであっ
て、
　一つ又は複数の通信インタフェースと、
　一つ又は複数のメモリ・ユニットと、
　一つ又は複数のプロセッサと、を備え、前記一つ又は複数のプロセッサは、前記一つ又
は複数のメモリ・ユニットに記憶されるコンピュータ可読命令であって、
　　前記一つ又は複数のメモリ・ユニットに記憶される一つ又は複数のデータベースにお
いて、掲載場所に関する位置データを受信し、
　　前記一つ又は複数のデータベースに記憶される前記位置データに基づいて半径境界を
確立し、
　　掲載される駐車空間の量及びプリセット期間内に予約される駐車空間の量を決定する
ため、前記半径境界を使用して前記一つ又は複数のデータベースをフィルタリングし、
　　前記掲載される駐車空間の量、前記予約される駐車空間の量、及び前記プリセット期
間を使用してトランザクション・レートを計算し、前記トランザクション・レートを前記
一つ又は複数のデータベースに記憶し、
　　前記トランザクション・レートに基づいて推奨掲載価格を決定し、
　　前記一つ又は複数の通信インタフェースを使用する前記通信ネットワークを通じて、
前記推奨掲載価格を掲載側クライアント・デバイスに送信する
ための、コンピュータ可読命令を実行する、システム。
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【請求項１２】
　一つ又は複数の駐車場センサを更に備え、
　前記一つ又は複数のプロセッサは、コンピュータ可読命令であって、
　　前記通信ネットワークを通じて、前記一つ又は複数の駐車場センサから一つ又は複数
の掲載要求を受信し、
　　前記通信ネットワークを通じて、一つ又は複数のブッキング側クライアント・デバイ
ス及び自己運転車両の一つ又は複数の制御ユニットの少なくとも一方から、一つ又は複数
の予約要求を受信し、
　　前記一つ又は複数の掲載要求及び前記一つ又は複数の予約要求を使用して、前記一つ
又は複数のデータベースにおいて、前記掲載される駐車空間の量及び前記予約される駐車
空間の量を更新するための、コンピュータ可読命令を更に実行する、請求項１１に記載の
システム。
【請求項１３】
　前記一つ又は複数の駐車場センサは、
　近接性検出器と、
　一つ又は複数のセンサ・プロセッサと、
　センサ通信インタフェースと、
　ポータブル電源と、を備える、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記一つ又は複数のプロセッサは、コンピュータ可読命令であって、前記ブッキング側
クライアント・デバイス及び前記自己運転車両の前記制御ユニットの少なくとも一方から
前記予約要求を受信することに応答して、バッファ期間を予約期間に付加するための、コ
ンピュータ可読命令を更に実行する、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記一つ又は複数のプロセッサは、コンピュータ可読命令であって、
　前記推奨掲載価格を決定する前に、前記一つ又は複数のデータベースに記憶される掲載
価格に基づいて平均掲載価格を計算し、
　前記一つ又は複数のデータベースに記憶される前記トランザクション・レートを使用し
て掲載乗算子を計算し、前記掲載乗算子を前記平均掲載価格で乗算することによって前記
推奨掲載価格を決定するための、コンピュータ可読命令を更に実行する、請求項１１に記
載のシステム。
【請求項１６】
　前記一つ又は複数のプロセッサは、コンピュータ可読命令であって、前記トランザクシ
ョン・レートがレート閾値を超えると、前記一つ又は複数のデータベースに記憶される前
記トランザクション・レートに対数関数を適用することによって、前記掲載乗算子を計算
するための、コンピュータ可読命令を更に実行する、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記一つ又は複数のプロセッサは、コンピュータ可読命令であって、
　前記掲載場所の近傍の一つ又は複数のセンサからタイムスタンプ・データを受信し、前
記タイムスタンプ・データを前記一つ又は複数のデータベースに記憶し、
　前記タイムスタンプ・データを使用して平均駐車時間を決定すること、及び
　前記一つ又は複数の通信インタフェースを使用する前記通信ネットワークを通じて、前
記平均駐車時間を使用して計算される推奨利用可能時間を前記掲載側クライアント・デバ
イスに送信するための、コンピュータ可読命令を更に実行する、請求項１１に記載のシス
テム。
【請求項１８】
　前記一つ又は複数のセンサは、一つ又は複数のブッキング側クライアント・デバイス又
は自己運転車両の一つ又は複数の制御ユニットの少なくとも一方の位置決めユニットを備
える、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
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　前記一つ又は複数のプロセッサは、コンピュータ可読命令であって、
　前記通信ネットワークを通じて、予約済み駐車空間を占有する車両の出庫ステータスに
関する、ブッキング側クライアント・デバイスからのステータス更新を受信し、
　前記ステータス更新を受信することに応答して、前記ブッキング側クライアント・デバ
イスのリアルタイム位置を決定し、
　前記予約済み駐車空間の占有ステータスを確認するため、前記ブッキング側クライアン
ト・デバイスから受信される前記ステータス更新に応答して、前記予約済み駐車空間の近
傍の駐車場センサに問合せるための、コンピュータ可読命令を更に実行する、請求項１１
に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記一つ又は複数のプロセッサは、コンピュータ可読命令であって、
　前記予約済み駐車の前記占有ステータスに基づいて前記トランザクション・レートを使
用してペナルティ乗算子を計算し、
　前記ペナルティ乗算子及び掲載価格を使用してペナルティ・レートを計算し、
　前記通信ネットワークを通じて、前記ペナルティ・レートを前記ブッキング側クライア
ント・デバイス及び前記掲載側クライアント・デバイスの少なくとも一方に送信するため
の、コンピュータ可読命令を更に実行する、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　非一時的コンピュータ可読媒体であって、一つ又は複数のプロセッサによって実行され
る、非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されるコンピュータ実行可能命令を含み、前
記命令は、
　一つ又は複数のメモリ・ユニットに記憶される一つ又は複数のデータベースにおいて、
掲載場所に関する位置データを受信すること、
　コンピューティング・システムの前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記一つ
又は複数のデータベースに記憶される前記位置データに基づいて半径境界を確立すること
、
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記半径境界を使用して前記一つ又は複数
のデータベースをフィルタリングすることであって、それにより、掲載される駐車空間の
量及びプリセット期間内に予約される駐車空間の量を決定する、フィルタリングすること
、
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記掲載される駐車空間の量、前記予約さ
れる駐車空間の量、及び前記プリセット期間を使用してトランザクション・レートを計算
し、前記トランザクション・レートを前記一つ又は複数のデータベースに記憶すること、
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記トランザクション・レートに基づいて
推奨掲載価格を決定すること、及び
　一つ又は複数の通信インタフェースを使用する前記通信ネットワークを通じて、前記推
奨掲載価格を掲載側クライアント・デバイスに送信することを含む、非一時的コンピュー
タ可読媒体。
【請求項２２】
　前記命令は、
　前記通信ネットワークを通じて、一つ又は複数の駐車場センサから一つ又は複数の掲載
要求を受信すること、
　前記通信ネットワークを通じて、一つ又は複数のブッキング側クライアント・デバイス
及び自己運転車両の一つ又は複数の制御ユニットの少なくとも一方から、一つ又は複数の
予約要求を受信すること、及び
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記一つ又は複数の掲載要求及び前記一つ
又は複数の予約要求を使用して、前記一つ又は複数のデータベースにおいて、前記掲載さ
れる駐車空間の量及び前記予約される駐車掲載の量を更新することを更に含む、請求項２
１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２３】
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　前記一つ又は複数の駐車場センサは、近接性検出器、一つ又は複数のセンサ・プロセッ
サ、センサ通信インタフェース、及びポータブル電源を備える、請求項２２に記載の非一
時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２４】
　前記命令は、前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記ブッキング側クライアン
ト・デバイス及び前記自己運転車両の前記制御ユニットの少なくとも一方から前記予約要
求を受信することに応答して、バッファ期間を予約期間に付加することを更に含む、請求
項２２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２５】
　前記命令は、
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記推奨掲載価格を決定する前に、前記一
つ又は複数のデータベースに記憶される掲載価格に基づいて平均掲載価格を計算すること
、及び
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記一つ又は複数のデータベースに記憶さ
れる前記トランザクション・レートを使用して掲載乗算子を計算し、前記掲載乗算子を前
記平均掲載価格で乗算することによって前記推奨掲載価格を決定することを更に含む、請
求項２１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２６】
　前記命令は、前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記トランザクション・レー
トがレート閾値を超えると、前記一つ又は複数のデータベースに記憶される前記トランザ
クション・レートに対数関数を適用することを含む、前記掲載乗算子を計算することを更
に含む、請求項２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２７】
　前記命令は、
　前記掲載場所の近傍の一つ又は複数のセンサからタイムスタンプ・データを受信し、前
記タイムスタンプ・データを前記一つ又は複数のデータベースに記憶すること、
　前記一つ又は複数のプロセッサを使用して、前記タイムスタンプ・データを使用して平
均駐車時間を決定すること、及び
　前記一つ又は複数の通信インタフェースを使用する前記通信ネットワークを通じて、前
記平均駐車時間を使用して計算される推奨利用可能時間を前記掲載側クライアント・デバ
イスに送信することを更に含む、請求項２１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　前記一つ又は複数のセンサは、一つ又は複数のブッキング側クライアント・デバイス及
び自己運転車両の一つ又は複数の制御ユニットの少なくとも一方の位置決めユニットを備
える、請求項２７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　前記命令は、
　前記通信ネットワークを通じて、予約済み駐車空間を占有する車両の出庫予定に関する
、ブッキング側クライアント・デバイスからのステータス更新を受信すること、
　前記ステータス更新を受信することに応答して、前記ブッキング側クライアント・デバ
イスのリアルタイム位置を決定すること、及び
　前記予約済み駐車空間の占有ステータスを確認するため、前記ブッキング側クライアン
ト・デバイスから受信される前記ステータス更新に応答して、前記予約済み駐車空間の近
傍の駐車場センサに問合せることを更に含む、請求項２１に記載の非一時的コンピュータ
可読媒体。
【請求項３０】
　前記命令は、
　前記予約済み駐車の前記占有ステータスに基づいて前記トランザクション・レートを使
用してペナルティ乗算子を計算すること、
　前記ペナルティ乗算子及び掲載価格を使用してペナルティ・レートを計算すること、及
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び
　前記通信ネットワークを通じて、前記ペナルティ・レートを前記ブッキング側クライア
ント・デバイス及び前記掲載側クライアント・デバイスの少なくとも一方に送信すること
を更に含む、請求項２９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１５年５月１５日に出願された米国仮出願第６２／１６２，５７４号の
利益を主張し、その全体が参照により本出願に組込まれる。
【０００２】
　本開示は、一般に、車両駐車場管理の分野に関し、より具体的には、オンライン駐車場
市場及びその運用方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　人口密度の高い環境において車両を駐車することは、自由な駐車空間の不足及び個人駐
車ガレージ又は駐車場の費用によって、しばしば苦い経験となる。これは、大きな自治体
（例えば、ニューヨーク市、サンフランシスコ等）の中心街等の人口の多い都市環境にお
いて特に当てはまる。更に、駐車場は、スポーツ・スタジアム、コンサート・ホール、ア
ミューズメント・パーク、又はビーチフロント等に近隣の目的地又はイベント会場の近く
でしばしば需要がある。
【０００４】
　更に、不動産価格の高騰により、土地所有者の多くが今までにない方法で自己の不動産
資産から現金を得ることを考えるようになってきた。例えば、住宅所有者は、オンライン
住宅レンタルプラットフォームを使用して、観光旅行者又は旅行者に対して自分の住宅内
の部屋をしばしば貸出し得る。
【０００５】
　したがって、土地所有者が、利用可能な自分の駐車空間（複数可）を貸出すことを、好
都合に、安全に、効果的に可能にする駐車場管理システムについての、また、駐車場を探
す運転者がこうした駐車空間を予約するための解決策が必要とされる。更に、こうした解
決策は、土地所有者が、自分の駐車空間について適切なレンタル価格を決定することを支
援可能であるべきである。同様に、こうした解決策は、駐車される車両の適切な入替え、
及び空の駐車空間が迅速に且つ効率的に占有されることを保証することによって、土地所
有者が、こうした資産から自分の予想利益を最大にすることを支援できるべきである。更
に、こうした解決策は、同様に、貸出される駐車空間を、その空間を必要とする土地所有
者を不利にしないよう運転者が適時に空けることを保証し、運転者が自分の割当てられた
駐車時間を超えて留まるときに適切なペナルティ処置を提案すべきである。
【発明の概要】
【０００６】
　駐車場管理システム及び運用方法が開示される。通信ネットワークを通じて駐車場予約
を管理するコンピュータ実装式方法は、一つ又は複数のメモリ・ユニットに記憶される一
つ又は複数のデータベースにおいて、掲載場所に関する位置データを受信することを含み
得る。この方法は、同様に、コンピューティング・システムの一つ又は複数のプロセッサ
を使用して、一つ又は複数のデータベースに記憶される位置データに基づいて半径境界を
確立すること、及び一つ又は複数のプロセッサを使用して、一つ又は複数の半径境界を使
用してデータベースをフィルタリングし、それにより、掲載される駐車空間の量及びプリ
セット期間内に予約される駐車空間の量を決定する、ことを含み得る。この方法は、同様
に、一つ又は複数のプロセッサを使用して、掲載される駐車空間の量、予約される駐車空
間の量、及びプリセット期間を使用してトランザクション・レートを計算し、トランザク
ション・レートを一つ又は複数のデータベースに記憶することを含み得る。この方法は、
同様に、一つ又は複数のプロセッサを使用して、トランザクション・レートに基づいて推
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奨掲載価格を決定すること、及び一つ又は複数の通信インタフェースを使用する通信ネッ
トワークを通じて、推奨掲載価格を掲載側クライアント・デバイスに送信することを含み
得る。
【０００７】
　この方法は、同様に、通信ネットワークを通じて、一つ又は複数の駐車場センサから一
つ又は複数の掲載要求を受信することを含み得る。方法は、同様に、通信ネットワークを
通じて、一つ又は複数のブッキング側クライアント・デバイス及び自己運転車両の一つ又
は複数の制御ユニットの少なくとも一方から、一つ又は複数の予約要求を受信すること、
及び一つ又は複数のプロセッサを使用して、一つ又は複数の掲載要求及び一つ又は複数の
予約要求を使用して、一つ又は複数のデータベースにおいて、掲載される駐車空間の量及
び予約される駐車空間の量を更新することを更に含み得る。
【０００８】
　一つ又は複数の駐車場センサは、近接性検出器、一つ又は複数のセンサ・プロセッサ、
センサ通信インタフェース、及びポータブル電源を含み得る。一つ又は複数の駐車場セン
サは、同様に、ブッキング側クライアント・デバイスまたは自己運転車両の制御ユニット
の位置決めユニットを含み得る。
【０００９】
　この方法は、同様に、一つ又は複数のプロセッサを使用して、ブッキング側クライアン
ト・デバイス及び自己運転車両の制御ユニットの少なくとも一方から予約要求を受信する
ことに応答して、バッファ期間を予約期間に付加することを含み得る。この方法は、同様
に、一つ又は複数のプロセッサを使用して、推奨掲載価格を決定する前に、一つ又は複数
のデータベースに記憶される掲載価格に基づいて平均掲載価格を計算すること、及び一つ
又は複数のプロセッサを使用して、一つ又は複数のデータベースに記憶されるトランザク
ション・レートを使用して掲載乗算子を計算し、掲載乗算子を平均掲載価格で乗算するこ
とによって推奨掲載価格を決定することを含み得る。
【００１０】
　この方法は、同様に、一つ又は複数のプロセッサを使用して、トランザクション・レー
トがレート閾値を超えると、一つ又は複数のデータベースに記憶されるトランザクション
・レートに対数関数を適用することによって掲載乗算子を計算することを含み得る。この
方法は、同様に、掲載場所の近傍の一つ又は複数のセンサからタイムスタンプ・データを
受信し、タイムスタンプ・データを一つ又は複数のデータベースに記憶することを含み得
る。この方法は、同様に、一つ又は複数のプロセッサを使用して、タイムスタンプ・デー
タを使用して平均駐車時間を決定すること、及び一つ又は複数の通信インタフェースを使
用する通信ネットワークを通じて、平均駐車時間を使用して計算される推奨利用可能時間
を掲載側クライアント・デバイスに送信することを含み得る。一つ又は複数のセンサは、
一つ又は複数のブッキング側クライアント・デバイス及び自己運転車両の一つ又は複数の
制御ユニットの少なくとも一方の位置決めユニットを含み得る。
【００１１】
　この方法は、同様に、通信ネットワークを通じて、予約済み駐車空間を占有する車両の
出庫予定に関する、ブッキング側クライアント・デバイスからのステータス更新を受信す
ることを含み得る。この方法は、同様に、ステータス更新を受信することに応答して、ブ
ッキング側クライアント・デバイスのリアルタイム位置を決定すること、及び予約済み駐
車空間の占有ステータスを確認するため、ブッキング側クライアント・デバイスから受信
されるステータス更新に応答して、予約済み駐車空間の近傍の駐車場センサに問合せるこ
とを含み得る。
【００１２】
　この方法は、同様に、予約済み駐車の占有ステータスに基づいてトランザクション・レ
ートを使用してペナルティ乗算子を計算すること、ペナルティ乗算子及び掲載価格を使用
してペナルティ・レートを計算すること、及び通信ネットワークを通じて、ペナルティ・
レートをブッキング側クライアント・デバイス及び掲載側クライアント・デバイスの少な
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くとも一方に送信することを含み得る。
【００１３】
　通信ネットワークを通じて駐車場予約を管理するコンピューティング・システムは、一
つ又は複数の通信インタフェースと、一つ又は複数のメモリ・ユニットと、一つ又は複数
のプロセッサとを含み得、一つ又は複数のプロセッサは、一つ又は複数のメモリ・ユニッ
トに記憶されるコンピュータ可読命令であって、一つ又は複数のメモリ・ユニットに記憶
される一つ又は複数のデータベースにおいて、掲載場所に関する位置データを受信し、一
つ又は複数のデータベースに記憶される位置データに基づいて半径境界を確立し、掲載さ
れる駐車空間の量及びプリセット期間内に予約されている駐車空間の量を決定するため、
半径境界を使用して一つ又は複数のデータベースをフィルタリングするための、コンピュ
ータ可読命令を実行する。
【００１４】
　コンピューティング・システムは、同様に、掲載される駐車空間の量、予約されている
駐車空間の量、及びプリセット期間を使用してトランザクション・レートを計算し、トラ
ンザクション・レートを一つ又は複数のデータベースに記憶し、トランザクション・レー
トに基づいて推奨掲載価格を決定し、一つ又は複数の通信インタフェースを使用する通信
ネットワークを通じて、推奨掲載価格を掲載側クライアント・デバイスに送信し得る。
【００１５】
　非一時的コンピュータ可読媒体は、一つ又は複数のプロセッサによって実行される、非
一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されるコンピュータ実行可能命令を含み得、命令は
、一つ又は複数のメモリ・ユニットに記憶される一つ又は複数のデータベースにおいて、
掲載場所に関する位置データを受信するステップと、コンピューティング・システムの一
つ又は複数のプロセッサを使用して、一つ又は複数のデータベースに記憶される位置デー
タに基づいて半径境界を確立するステップと、一つ又は複数のプロセッサを使用して、半
径境界を使用して一つ又は複数のデータベースをフィルタリングするステップであって、
それにより、掲載される駐車空間の量及びプリセット期間内に予約される駐車空間の量を
決定する、フィルタリングするステップと、を含む。命令は、一つ又は複数のプロセッサ
を使用して、掲載される駐車空間の量、予約される駐車空間の量、及びプリセット期間を
使用してトランザクション・レートを計算し、トランザクション・レートを一つ又は複数
のデータベースに記憶するステップと、一つ又は複数のプロセッサを使用して、トランザ
クション・レートに基づいて推奨掲載価格を決定するステップと、一つ又は複数の通信イ
ンタフェースを使用する通信ネットワークを通じて、推奨掲載価格を掲載側クライアント
・デバイスに送信するステップと、を含み得る。
【００１６】
　本明細書で開示される方法、デバイス、又はシステムは、種々の異なる方法で実装され
てもよい。或る変形例は、先に述べたものに加えて又はその代わりに他のステップ又は要
素を有する。ステップ又は要素は、添付図面から又は次に続く詳細な説明から当業者に明
らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】駐車場管理システムを示す図である。
【図２Ａ】駐車場管理システムのサーバの変形例を示す図である。
【図２Ｂ】駐車場管理システムのクライアント・デバイスの変形例を示す図である。
【図２Ｃ】駐車場管理システムの駐車場センサの変形例を示す図である。
【図３Ａ】駐車場管理システムに接続される掲載側クライアント・デバイス上で表示され
る新しい掲載グラフィカル・ユーザ・インタフェース（ＧＵＩ）を示す図である。
【図３Ｂ】駐車場管理システムに接続される掲載側クライアント・デバイス上で表示され
る掲載情報ＧＵＩを示す図である。
【図４Ａ】駐車場管理システムに接続されるブッキング側クライアント・デバイス上で表
示される予約要求ＧＵＩを示す図である。
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【図４Ｂ】駐車場管理システムに接続されるブッキング側クライアント・デバイス上で表
示される予約ステータスＧＵＩを示す図である。
【図５】掲載場所において駐車場センサによって検出されるブッキング車両の概略を示す
図である。
【図６Ａ】駐車場管理システムの一つ又は複数のデータベースに記憶される掲載データベ
ース表の変形例を示す図である。
【図６Ｂ】駐車場管理システムの一つ又は複数のデータベースに記憶される予約データベ
ース表の変形例を示す図である。
【図７】駐車場管理システムによって実行されるコンピュータ可読命令及びアプリケーシ
ョン・ロジックの例を示す図である。
【図８】駐車場管理システムに接続されるディスプレイ・コンポーネント上で表示される
マップ・オーバビューＧＵＩの変形例を示す図である。
【図９】駐車場管理システムの運用方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１は、駐車場管理システム１００が、通信ネットワーク１１８を通じて、一つ又は複
数のデータベース１０８、アプリケーション・サーバ１１０、ウェブ・サーバ１１２、サ
ーバ負荷バランサ１１４、クラウド負荷バランサ１１６、又はその組合せに通信可能に結
合される、一つ又は複数の掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング側クライア
ント・デバイス１０４、駐車場センサ１０６、又はその組合せを含み得ることを示す。
【００１９】
　通信ネットワーク１１８は、地域、国、大陸、又はその組合せをカバーする任意のマル
チホップ・ネットワークであり得る。通信ネットワーク１１８の例は、３Ｇネットワーク
、４Ｇネットワーク、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ：ｌｏｎｇ－ｔｅｒｍ
　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）ネットワーク等のセルラー・ネットワーク；ソニック通信ネット
ワーク；衛星ネットワーク；インターネット等のワイド・エリア・ネットワーク、又はそ
の組合せを含み得る。ウェブ・サーバ１１２、アプリケーション・サーバ１１０、サーバ
負荷バランサ１１４、クラウド負荷バランサ１１６、又はその組合せは、接続１２０を通
して通信ネットワーク１１８に通信可能に結合され得る。接続１２０は、有線接続、無線
接続、又はその組合せであり得る。
【００２０】
　駐車場管理システム１００又はその中の一部分は、Ｗｉｎｄｏｗｓ　Ａｚｕｒｅ（商標
）ｃｌｏｕｄ、Ａｍａｚｏｎ　Ｅｌａｓｔｉｃ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｃｌｏｕｄ（Ａｍａ
ｚｏｎ　ＥＣ２）（商標）、Ｇｏｏｇｌｅ　Ａｐｐ　Ｅｎｇｉｎｅ（商標）、又はその組
合せ等のコンピューティング・クラウド１２２によってホストされるウェブ及び／又はモ
バイル・アプリケーションを含み得る。例えば、駐車場管理システム１００は、一つ又は
複数のアプリケーション・サーバ１１０、ウェブ・サーバ１１２、又はその組合せによっ
てホストされるバーチャル・マシン上で実行されるウェブ及び／又はモバイル・アプリケ
ーションを含み得る。一変形例において、コンピューティング・クラウド１２２は、一つ
又は複数のアプリケーション・サーバ１１０、ウェブ・サーバ１１２、データベース１０
８、サーバ負荷バランサ１１４、クラウド負荷バランサ、その中の所定の部分、或はその
組合せを含み得る。駐車場管理システム１００は、一つ又は複数のアプリケーション・サ
ーバ１１０、ウェブ・サーバ１１２、データベース１０８、サーバ負荷バランサ１１４、
クラウド負荷バランサ１１６、又はその組合せによって提供される処理及び記憶資源に依
存し得る。
【００２１】
　クラウド負荷バランサ１１６は、トラフィック負荷バランシングを提供し、複数のウェ
ブ・サーバ１１２の間でクライアント要求を分配し得る。ウェブ・サーバ１１２は、ＨＴ
ＴＰ要求を扱うため、ＨＴＴＰサーバを含み得る又はコンピューティング・クラウド１２
２に依存し得る。ウェブ・サーバ１１２は、同様に、コンピューティング・クラウド１２
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２によってインスタンス化（具体化）され管理され得る。
【００２２】
　サーバ負荷バランサ１１４は、ウェブ・サーバ１１２と一つ又は複数のアプリケーショ
ン・サーバ１１０との間の相互作用をバランスさせ得る。アプリケーション・サーバ１１
０は、アプリケーション・ロジックを扱い、データベース１０８と相互作用して、データ
及びアプリケーション状態を記憶し得る。ウェブ・サーバ１１２、アプリケーション・サ
ーバ１１０、又はその組合せは、ラック・マウント・サーバ、クラスタ・サーバ、ブレー
ド・サーバ、メイン・フレーム、専用デスクトップ又はラップトップ、又はその組合せを
含み得る。
【００２３】
　データベース１０８は、一つ又は複数のＳＱＬデータベースであり得る。アプリケーシ
ョン・サーバ１１０は、ＳＱＬデータベースを管理する一つ又は複数のＳＱＬサーバとイ
ンタフェースし得る。アプリケーション・データ及びアプリケーション状態は、クラウド
管理式ＳＱＬデータベースに記憶され得る。他の変形例において、データベース１０８は
、ＭｏｎｇｏＤＢ（登録商標）データベース等のＮｏＳＱＬデータベースを含むドキュメ
ント指向データベースであり得る。
【００２４】
　アプリケーション・サーバ１１０、ウェブ・サーバ１１２、クラウド負荷バランサ１１
６、サーバ負荷バランサ１１４、及びクラウドＳＱＬデータベース１０８は、米国特許第
９，１７６，７７３号において論じる、サーバ、負荷バランサ、及びデータベースのうち
の任意のものであり得、その特許の内容は、参照により本明細書にその全体が組込まれる
。
【００２５】
　掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング側クライアント・デバイス１０４、
又はその組合せは、スマートフォン、タブレット、ラップトップ、スマートウォッチ、個
人娯楽デバイス、又はその組合せなどのポータブル・コンピューティング・デバイスを含
み得る。他の変形例において、掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング側クラ
イアント・デバイス１０４、又はその組合せは、デスクトップ・コンピュータを含み得る
。掲載側クライアント・デバイス１０２が、駐車場管理システム１００のユーザによって
使用されて、駐車場管理システム１００の他のユーザによるレンタル又はリースのための
駐車空間を掲載し得る。ブッキング側クライアント・デバイス１０４が、駐車場管理シス
テム１００のユーザによって使用されて、駐車場管理システム１００に関するレンタル又
はリースのために掲載される駐車空間をブッキングし得る。
【００２６】
　駐車場管理システム１００は、同様に、一つ又は複数の駐車場センサ１０６を含み得る
。駐車場センサ１０６は、掲載場所１２４に位置し得る。一変形例において、駐車場セン
サ１０６は、図２Ｃに示す検知コンポーネントを含み得る。他の変形例において、駐車場
センサ１０６は、掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング側クライアント・デ
バイス１０４、又はその中の一部等のクライアント・デバイスを指し得る。
【００２７】
　駐車場管理システム１００は、自己運転車両１２８の制御ユニット１２６に通信可能に
結合され得る。例えば、駐車場管理システム１００は、自己運転車両１２８の制御ユニッ
ト１２６からデータ又はクライアント要求を受信し得る。自己運転車両１２８は、自律的
又は半自律的運転モードを有する自動車又は発電機船を含み得る。例えば、自己運転車両
１２８は、米国特許第９，１２０，４８５号、米国特許第８，９６５，６２１号、及び米
国特許第８，９５４，２１７号において開示され論じられる車両であり得、それらの特許
の内容は、参照により本明細書にその全体が組込まれる。
【００２８】
　図２Ａは、駐車場管理システム１００のサーバ２００が一つ又は複数のプロセッサ２０
２、メモリ２０４、及び通信インタフェース２０６を有し得ることを示す。プロセッサ２
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０２は、高速バス２０８を通してメモリ２０４及び通信インタフェース２０６に結合され
得る。サーバ２００は、図１のウェブ・サーバ１１２、アプリケーション・サーバ１１０
、又はその組合せのうちの任意のものを示し得る。
【００２９】
　プロセッサ２０２は、一つ又は複数の中央処理ユニット（ＣＰＵ：ｃｅｎｔｒａｌ　ｐ
ｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）、グラフィカル処理ユニット（ＧＰＵ：ｇｒａｐｈｉｃ
ａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌ
ｉｃａｔｉｏｎ－Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、フィー
ルドプログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ：ｆｉｅｌｄ－ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌ
ｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙ）、又はその組合せを含み得る。プロセッサ２０２は、メモリ
２０４に記憶されるソフトウェア又はコンピュータ可読命令を実行して、本明細書で述べ
る方法又はオペレーションを実行し得る。プロセッサ２０２は、幾つかの異なる方法で実
装され得る。例えば、プロセッサ２０２は、一つ又は複数の埋込み式プロセッサ、プロセ
ッサ・コア、マイクロプロセッサ、ロジック回路、ハードウェア有限状態機械（ＦＳＭ：
ｆｉｎｉｔｅ　ｓｔａｔｅ　ｍａｃｈｉｎｅ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：ｄｉ
ｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｓｅｓｓｏｒ）、又はその組合せを含み得る。例えば
、プロセッサ２０２は６４ビット・プロセッサであり得る。
【００３０】
　メモリ２０４は、ソフトウェア、データ、ログ、又はその組合せを記憶し得る。メモリ
２０４は内部メモリであり得る。代替的に、メモリ２０４は、記憶ノード、クラウド・サ
ーバ、又は記憶サーバ上に存在するメモリ等の外部メモリであり得る。メモリ２０４は、
揮発性メモリ又は不揮発性メモリであり得る。例えば、メモリ２０４は、不揮発性ランダ
ム・アクセス・メモリ（ＮＶＲＡＭ：ｎｏｎ－ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｒａｎｄｏｍ　ａｓｓ
ｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュ・メモリ、ディスク・ストレージ等の不揮発性スト
レージ、又は、スタティック・ランダム・アクセス・メモリ（ＳＲＡＭ：ｓｔａｔｉｃ　
ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）等の揮発性ストレージであり得る。メモリ
２０４は、サーバ２００用の主ストレージ・ユニットであり得る。
【００３１】
　通信インタフェース２０６は、一つ又は複数の有線又は無線通信インタフェースを含み
得る。例えば、通信インタフェース２０６は、サーバ２００のネットワーク・インタフェ
ース・カードであり得る。通信インタフェース２０６は、無線モデム又は有線モデムであ
り得る。一変形例において、通信インタフェース２０６はＷｉＦｉモデムであり得る。他
の変形例において、通信インタフェース２０６は、３Ｇモデム、４Ｇモデム、ＬＴＥモデ
ム、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）コンポーネント、ラジオ受信機、アンテナ、又はそ
の組合せであり得る。サーバ２００は、通信インタフェース２０６を使用して通信ネット
ワーク１１８に接続され得る又は通信ネットワーク１１８と通信可能に結合され得る。サ
ーバ２００は、通信インタフェース２０６を使用してパケット又はメッセージを送信又は
受信し得る。
【００３２】
　図２Ｂは、駐車場管理システム１００のクライアント・デバイス２１０が、クライアン
ト・プロセッサ２１２、クライアント・メモリ２１４、クライアント通信ユニット２１６
、全地球測位システム（ＧＰＳ：ｇｌｏｂａｌ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ
）受信機を有する場所ユニット２１８、及びディスプレイ２２０を有し得ることを示す。
クライアント・プロセッサ２１２は、高速バス２２２を通してクライアント・メモリ２１
４、クライアント通信ユニット２１６、場所ユニット２１８に結合され得る。
【００３３】
　クライアント・プロセッサ２１２は、一つ又は複数のＣＰＵ、ＧＰＵ、ＡＳＩＣ、ＦＰ
ＧＡ、又はその組合せを含み得る。クライアント・プロセッサ２１２は、クライアント・
メモリ２１４に記憶されるソフトウェアを実行して、本明細書で述べる方法を実行し得る
。クライアント・プロセッサ２１２は、幾つかの異なる方法で実装され得る。例えば、ク
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ライアント・プロセッサ２１２は、埋込み式プロセッサ、プロセッサ・コア、マイクロプ
ロセッサ、ロジック回路、ハードウェアＦＳＭ、ＤＳＰ、又はその組合せであり得る。よ
り特定の例として、クライアント・プロセッサ２１２は、ＡＲＭ（登録商標）プロセッサ
等の３２ビット・プロセッサであり得る。
【００３４】
　クライアント・メモリ２１４は、ソフトウェア、データ、ログ、又はその組合せを記憶
し得る。一変形例において、クライアント・メモリ２１４は内部メモリであり得る。他の
変形例において、クライアント・メモリ２１４は、外部記憶ユニットであり得る。クライ
アント・メモリ２１４は、揮発性メモリ又は不揮発性メモリであり得る。例えば、クライ
アント・メモリ２１４は、ＮＶＲＡＭ、フラッシュ・メモリ、ディスク・ストレージ等の
不揮発性ストレージ、又は、ＳＲＡＭ等の揮発性ストレージであり得る。クライアント・
メモリ２１４は、クライアント・デバイス２１０用の主ストレージ・ユニットであり得る
。
【００３５】
　クライアント通信ユニット２１６は、有線又は無線通信インタフェースであり得る。例
えば、クライアント通信ユニット２１６は、クライアント・デバイス２１０のネットワー
ク・インタフェース・カードであり得る。クライアント通信ユニット２１６は、無線モデ
ム又は有線モデムであり得る。一変形例において、クライアント通信ユニット２１６はＷ
ｉＦｉモデムであり得る。他の変形例において、クライアント通信ユニット２１６は、３
Ｇモデム、４Ｇモデム、ＬＴＥモデム、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）コンポーネント
、ラジオ受信機、アンテナ、又はその組合せであり得る。クライアント・デバイス２１０
は、クライアント通信ユニット２１６を使用して通信ネットワーク１１８に接続され得る
又は通信ネットワーク１１８と通信可能に結合され得る。クライアント・デバイス２１０
は、クライアント通信ユニット２１６を使用してパケット又はメッセージを送信又は受信
し得る。
【００３６】
　場所ユニット２１８は、ＧＰＳ受信機等のＧＰＳコンポーネント、慣性ユニット、磁束
計、コンパス、又はその組合せを含み得る。場所ユニット２１８は、ＧＰＳ衛星からＧＰ
Ｓ信号を受信し得る。慣性ユニットは、３軸加速度計を含む多軸加速度計、３軸ＭＥＭＳ
ジャイロスコープを含む多軸ジャイロスコープ、又はその組合せとして実装され得る。
【００３７】
　ディスプレイ２２０は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　
ｄｉｓｐｌａｙ）、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔ
ｏｒ）ディスプレイ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ－ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）ディスプレイ、又はアクティブ・マトリクス有機発光ダイ
オード（ＡＭＯＬＥＤ：ａｃｔｉｖｅ－ｍａｔｒｉｘ　ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ－ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）ディスプレイ等のタッチスクリーン・ディスプレイであり
得る。或る変形例において、ディスプレイ２２０は、レティーナ・ディスプレイ、ハプテ
ィック・タッチスクリーン、又はその組合せであり得る。例えば、クライアント・デバイ
ス２１０がスマートフォンであるとき、ディスプレイ２２０は、スマートフォン用のタッ
チスクリーン・ディスプレイであり得る。
【００３８】
　クライアント・デバイス２１０は、掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング
側クライアント・デバイス１０４、又はその組合せのうちの任意のものを指し得る。本開
示のために、クライアント・プロセッサ２１２は、掲載側クライアント・デバイス１０２
、ブッキング側クライアント・デバイス１０４、又はその組合せのプロセッサを指し得る
。更に、クライアント・メモリ２１４は、掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキ
ング側クライアント・デバイス１０４、又はその組合せのメモリを指し得る。更に、クラ
イアント通信ユニット２１６は、掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング側ク
ライアント・デバイス１０４、又はその組合せの通信ユニットを指し得る。更に、場所ユ
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ニット２１８は、掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング側クライアント・デ
バイス１０４、又はその組合せの場所ユニット又はＧＰＳ受信機を指し得る。更に、ディ
スプレイ２２０は、掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング側クライアント・
デバイス１０４、又はその組合せのディスプレイを指し得る。
【００３９】
　例えば、本明細書で開示するサーバ２００及びクライアント・デバイス２１０は、米国
特許第９，３０５，３１０号において開示し論じるコンピューティング・システム及びモ
バイル・コンピューティング・デバイスのタイプを含み得、その特許の内容は、参照によ
り本明細書にその全体が組込まれる。
【００４０】
　図２Ｃは、駐車場センサ１０６が、センサ・プロセッサ２２４、センサ・メモリ２２６
、センサ通信インタフェース２２８、近接性検出器２３０、ポータブル電源２３２、又は
その組合せを含み得ることを示す。他の変形例において、駐車場センサ１０６は、全地球
測位システム（ＧＰＳ）受信機を有するセンサ場所ユニット２３４、カメラ・ユニット２
３６、又はその組合せを含み得る。センサ・プロセッサ２２４は、高速バス２２２を通し
てセンサ・メモリ２２６、センサ通信インタフェース２２８、近接性検出器２３０、ポー
タブル電源２３２、又はその組合せに結合され得る。
【００４１】
　センサ・プロセッサ２２４は、一つ又は複数のＣＰＵ、ＧＰＵ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、
又はその組合せを含み得る。センサ・プロセッサ２２４は、センサ・メモリ２２６に記憶
されるソフトウェアを実行して、本明細書で述べる方法、又は運用を実行し得る。センサ
・プロセッサ２２４は、幾つかの異なる方式で実装され得る。例えば、センサ・プロセッ
サ２２４は、プロセッサ・コア、マイクロプロセッサ、ロジック回路、ＤＳＰ、又はその
組合せを含み得る。より特定の例として、センサ・プロセッサ２２４は、ＡＲＭ（登録商
標）プロセッサ等の１６ビット又は３２ビット・プロセッサを含み得る。
【００４２】
　センサ・メモリ２２６は、ソフトウェア、データ、ログ、又はその組合せを記憶し得る
。一変形例において、センサ・メモリ２２６は、内部メモリであり得る。別の変形例にお
いて、センサ・メモリ２２６は、外部記憶ユニットであり得る。センサ・メモリ２２６は
、揮発性メモリ又は不揮発性メモリであり得る。例えば、センサ・メモリ２２６は、ＮＶ
ＲＡＭ、フラッシュ・メモリ、ディスク・ストレージ等の不揮発性ストレージ、又は、Ｓ
ＲＡＭ等の揮発性ストレージであり得る。
【００４３】
　センサ通信インタフェース２２８は、有線又は無線通信インタフェースであり得る。例
えば、センサ通信インタフェース２２８は、駐車場センサ１０６のネットワーク・インタ
フェース・カードであり得る。センサ通信インタフェース２２８は、無線モデム又は有線
モデムであり得る。一変形例において、センサ通信インタフェース２２８はＷｉＦｉモデ
ムであり得る。他の変形例において、センサ通信インタフェース２２８は、３Ｇモデム、
４Ｇモデム、ＬＴＥモデム、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）コンポーネント、ラジオ受
信機、アンテナ、又はその組合せであり得る。駐車場センサ１０６は、センサ通信インタ
フェース２２８を使用して通信ネットワーク１１８に接続され得る又は通信ネットワーク
１１８に通信可能に結合され得る。駐車場センサ１０６は、センサ通信インタフェース２
２８を使用してデータ・パケットの形態で情報又はメッセージを送信又は受信し得る。
【００４４】
　近接性検出器２３０は、赤外線（ＩＲ）光送受信機、ＩＲ距離センサ、超音波送信機及
び検出器、又はその組合せを含み得る。駐車場センサ１０６は、近接性検出器２３０を使
用して、駐車場センサ１０６の或る近傍における車両の存在を検出し得る。例えば、駐車
場センサ１０６は、車両のシャシ等の車両の一部分が近接性検出器２３０又はその中の一
部分を覆う又は覆い隠すとき、車両が駐車場センサ１０６の近くにあることを検出し得る
。別の変形例において、駐車場センサ１０６は、車両の一部が、駐車場センサ１０６によ
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って放出される、反射される、又は受信される光波又は音波の挙動に影響を及ぼす又はそ
れに干渉するとき、車両の存在を検出し得る。
【００４５】
　センサ場所ユニット２３４は、ＧＰＳ受信機等のＧＰＳコンポーネント、慣性ユニット
、磁束計、コンパス、又はその組合せを含み得る。センサ場所ユニット２３４は、ＧＰＳ
衛星からＧＰＳ信号を受信し得る。慣性ユニットは、３軸加速度計を含む多軸加速度計、
３軸ＭＥＭＳジャイロスコープを含む多軸ジャイロスコープ、又はその組合せとして実装
され得る。駐車場センサ１０６は、カメラ・ユニット２３６をも含み得る。カメラ・ユニ
ット２３６は、静止画像、ビデオ画像、又はその組合せを取込み、その画像をセンサ・メ
モリ２２６に記憶し得る。
【００４６】
　センサ・プロセッサ２２４は、高速バス２３８を通してセンサ・メモリ２２６、センサ
通信インタフェース２２８、センサ場所ユニット２３４、近接性検出器２３０、及びカメ
ラ・ユニット２３６に結合され得る。
【００４７】
　図３Ａは、駐車場管理システム１００の掲載ユーザが、掲載側クライアント・デバイス
１０２上に表示される新しい掲載グラフィカル・ユーザ・インタフェース（ＧＵＩ）３０
０にユーザ入力を適用することによって、レンタル又はリース用の駐車空間を掲載し得る
ことを示す。掲載ユーザは、新しい掲載ＧＵＩ３００の一部上に表示されるボタン又はリ
ンクにユーザ入力を適用することによって駐車空間を掲載し得る。掲載ユーザは、ボタン
又はリンクにユーザ入力を適用することに応答して、掲載要求３０４をアプリケーション
・サーバ１１０に送信し得る。
【００４８】
　掲載要求３０４は、ヘッダ及びペイロード（データ本体部分）を含む、伝送制御プロト
コル（ＴＣＰ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）パケッ
ト等の一つ又は複数の通信パケットとして送信され得る。掲載要求３０４は、ウェブ・サ
ーバ１１２、アプリケーション・サーバ１１０、又はその組合せによって受信され、デー
タベース１０８に記憶され得る。
【００４９】
　新しい掲載ＧＵＩ３００は、アプリケーション３０２を通して参照され得る。一変形例
において、アプリケーション３０２は、Ｘｃｏｄｅ（商標）プログラミング言語、Ｓｗｉ
ｆｔ（商標）プログラミング言語、又はその組合せを使用して書かれ得る。他の変形例に
おいて、アプリケーション３０２は、Ｊａｖａ（商標）プログラミング言語、Ｏｂｊｅｃ
ｔ－Ｃプログラミング言語、又はＣプログラミング言語を使用して書かれ得る。
【００５０】
　図３Ｂは、掲載ユーザが、掲載情報ＧＵＩ３０６を通して駐車空間に関する情報を入力
し得ることを示す。掲載ユーザは、駐車空間のタイプ３０８、掲載場所３１０、掲載価格
３１２、利用可能性窓３１４、又はその組合せを入力し得る。駐車空間のタイプ３０８は
、ドライブウェイ空間、住宅用又は商用ガレージ内の駐車空間、駐車場内の駐車空間、フ
ロント・ヤード又はバック・ヤード空間、縁石空間、メータ制空間、又はその組合せを含
み得る。
【００５１】
　掲載場所３１０は、住宅、建物、又は駐車空間を提供する他の場所のアドレスを含み得
る。掲載ユーザは、掲載情報ＧＵＩ３０６を通して掲載場所３１０についての地理的アド
レスを手作業で入力し得る。この場合、アプリケーション・サーバ１１０は、地理的アド
レスを、地理的情報システム（ＧＩＳ：Ｇｅｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
　Ｓｙｓｔｅｍ）データベース又はＧｏｏｇｌｅ　Ｍａｐｓ（登録商標）データベース等
のマップ・データベースに送信し、地理的アドレスに対応する位置座標についてマップ・
データベースに問合せ得る。アプリケーション・サーバ１１０は、その後、位置座標をデ
ータベース１０８に記憶し得る。別の変形例において、ユーザは、掲載側クライアント・
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デバイス１０２の場所ユニット２１８を使用して、ユーザが掲載場所３１０にいるときに
、掲載場所３１０についての位置座標を提供し得る。
【００５２】
　記載価格３１２は、駐車空間についてユーザによって要求される１時間当たりレート又
は価格を含み得る。利用可能性窓３１４は、駐車空間がレンタル又はリースのために利用
可能であるときの時間窓であり得る。例えば、利用可能性窓３１４は、３０分から３０日
の範囲に及び得る。掲載要求３０４は、駐車空間のタイプ３０８、掲載場所３１０、掲載
価格３１２、利用可能性窓３１４、又はその組合せに関するデータを含み得る。
【００５３】
　他の変形例において、掲載要求３０４は、駐車場センサ１０６から直接送信され得る。
駐車場センサ１０６は、駐車場センサ１０６の近傍の駐車空間を車両が出庫（ｄｅｐａｒ
ｔ）したことを駐車場センサ１０６が検出すると、掲載要求３０４をアプリケーション・
サーバ１１０に自動的に送信し得る。例えば、駐車場センサ１０６は、掲載場所３１０、
掲載価格３１２、利用可能性窓３１４、及び駐車空間のタイプ３０８をセンサ・メモリ２
２６に関する情報を記憶するように構成され得る。駐車場センサ１０６は、空間が空にな
るとすぐに、こうしたデータ又は情報を含む掲載要求３０４を自動的に送信し得る。より
特定の例として、駐車場センサ１０６は、住宅のドライブウェイに埋込まれるセンサであ
り得、駐車場センサ１０６は、ドライブウェイを直前に占有している車両がそのドライブ
ウェイを空けるとすぐに、掲載要求３０４を送信し得る。
【００５４】
　図４Ａは、駐車場管理システム１００のブッキング・ユーザが、予約要求ＧＵＩ４００
を通して掲載ユーザによって掲載される駐車空間を予約し得ることを示す。ブッキング・
ユーザは、地理的アドレスを手作業で入力することによって、所望のブッキング場所４０
２内の駐車空間を予約し得る。更に、ブッキング・ユーザは、予約要求ＧＵＩ４００上に
表示される現在場所アイコン４０４に入力を適用して、ブッキング側クライアント・デバ
イス１０４の現在の地理的座標を、アプリケーション・サーバ１１０、クラウド管理式デ
ータベース１０８、又はその組合せに送信するよう、ブッキング側クライアント・デバイ
ス１０４の場所ユニット２１８に促し得る。更に、ブッキング・ユーザは、予約要求ＧＵ
Ｉ４００上に表示されるマップ・グラフィック４０８の一部分の周りに半径境界を描き得
る。
【００５５】
　予約要求ＧＵＩ４００は、リスト形態で且つマップ・グラフィック４０８上に重ねて駐
車空間掲載物４０６を表示し得る。各空間掲載物４０６は、空間掲載物４０６に関連する
、掲載場所３１０、掲載価格３１２、又は利用可能性窓３１４に関する情報を含み得る。
ブッキング・ユーザが所望の駐車空間を見出すと、ブッキング・ユーザは、空間掲載物４
０６を選択して、予約要求４１０を行い得る。例えば、ブッキング・ユーザは、空間掲載
物４０６に関連するアイコンにユーザ入力を適用し、その後、予約ボタンを押して、予約
要求４１０を行い得る。
【００５６】
　図４Ｂは、駐車場管理システム１００を使用して予約が行われると、予約済み駐車空間
４１４の現在の状態をブッキング・ユーザが閲覧し得ることを示す。ブッキング・ユーザ
は、予約状態ＧＵＩ４１２を通して予約の現在の状態を閲覧し得る。予約状態ＧＵＩ４１
２は、予約期間４１８をカウントダウンするタイマ４１６を含み得る。他の変形例におい
て、予約状態ＧＵＩ４１２は、予約の未収費用を表示し得る。ブッキング・ユーザは、出
庫ボタンにユーザ入力を適用して、ブッキング車両４２２が、予約済み駐車空間４１４を
出庫しつつある、又は、予約済み駐車空間４１４を出庫してしまったというステータス更
新４２０を駐車場管理システム１００に送信し得る。
【００５７】
　別の変形例において、ブッキング側クライアント・デバイス１０４は、予約期間４１８
の失効に関する、駐車場管理システム１００からの一つ又は複数のメッセージ又は通知を
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受信し得る。例えば、メッセージは、ショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ：Ｓｈｏ
ｒｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）メッセージ、マルチメディア・メッセージング
・サービス（ＭＭＳ：Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｍｅｓｓａｇｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）メ
ッセージ、又はその組合せ等のテキスト・メッセージを含み得る。メッセージは、アプリ
ケーション３０２を開き、予約ステータスＧＵＩ４１２を表示するよう、ブッキング側ク
ライアント・デバイス１０４に促すリンクを含み得る。リンクは、アプリケーション３０
２の特定のページを開くようブッキング側クライアント・デバイス１０４に指令するディ
ープ・リンキング・ユニフォーム・リソース・ロケータ（ＵＲＬ：ｕｎｉｆｏｒｍ　ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　ｌｏｃａｔｏｒ）アドレスであり得る。
【００５８】
　他の変形例において、ブッキング車両４２２は自己運転車両１２８であり得、自己運転
車両１２８の制御ユニット１２６は、ブッキング・ユーザからの入力なしで、予約要求４
１０を自動的に送信し得る。予約要求４１０は、掲載場所３１０、掲載価格３１２、駐車
空間のタイプ３０８、又はその組合せを含む、自己運転車両１２８の占有者（ｏｃｃｕｐ
ａｎｔ）又は所有者によって所望される駐車空間に関するプリセット情報又はデータを含
み得る。駐車場管理システム１００は、自己運転車両１２８の制御ユニット１２６から直
接、予約要求４１０を受信し、掲載場所３１０、掲載価格３１２、掲載のタイプ３０８、
又はその組合せに関するデータ又は情報について予約要求４１０を解釈し得る。駐車場管
理システム１００は、その後、一つ又は複数のデータベース１０８をフィルタリングして
、予約要求４１０に含まれる基準に整合する掲載物４０６を選択し得る。
【００５９】
　駐車場管理システム１００は、同様に、ブッキング・ユーザからの入力なしで、自己運
転車両１２８の制御ユニット１２６から直接、ステータス更新４２０を受信し得る。ステ
ータス更新４２０は、自己運転車両１２８が、予約済み駐車空間４１４を出庫しつつある
又は出庫してしまったことを示し得る。
【００６０】
　掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング側クライアント・デバイス１０４、
駐車場センサ１０６、又はその組合せは、要求を送信する前に、掲載要求３０４又は予約
要求４１０を含む要求を暗号化し得る。掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキン
グ側クライアント・デバイス１０４、駐車場センサ１０６、又はその組合せは、セキュア
・ハッシュ・アルゴリズム（ＳＨＡ：ｓｅｃｕｒｅ　ｈａｓｈ　ａｌｇｏｒｉｔｈｍ）等
の暗号化プロトコルを使用して要求を暗号化し得る。暗号化プロトコルは、ＳＨＡ－２５
６ハッシュ関数、ＳＨＡ－３８４ハッシュ関数、或は任意のタイプのＳＨＡ－２証明書又
は関数であり得る。掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング側クライアント・
デバイス１０４、駐車場センサ１０６、又はその組合せは、暗号化済み要求を、通信ネッ
トワーク１１８を通じて、コンピューティング・クラウド１２２内のサーバ又は他のデバ
イスに安全に送信し得る。
【００６１】
　図５は、駐車場管理システム１００が、ブッキング側クライアント・デバイス１０４か
ら受信されるステータス更新４２０に応答して、予約済み駐車空間４１４の近傍の駐車場
センサ１０６に問合せて、ブッキング車両４２２の占有ステータスを確認し得ることを示
す。例えば、アプリケーション・サーバ１１０は、駐車場センサ１０６に確認信号を送信
し、センサ・メモリ２２６からの最新の近接性測定を要求し得る。アプリケーション・サ
ーバ１００は、同様に、駐車場センサ１０６に確認信号を送信して、駐車場センサ１０６
の近接性検出器２３０をアクティブ化し、リアルタイム近接性測定について駐車場センサ
１０６に問合せ得る。
【００６２】
　別の変形例において、駐車場管理システム１００は、駐車場センサ１０６のカメラ・ユ
ニット２３６をアクティブ化し、予約済み駐車空間４１４を囲む環境の画像を取込むよう
カメラ・ユニット２３６に指示し得る。駐車場センサ１０６は、その後、一つ又は複数の
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プロセッサ２０２によって実行される画像認識プロトコルによって解析するため、一つ又
は複数のアプリケーション・サーバ１１０に画像を送信し得る。
【００６３】
　駐車場センサ１０６が、掲載側クライアント・デバイス１０２又はその中の所定の部分
を指す変形例において、アプリケーション・サーバ１１０は、一つ又は複数のメッセージ
を掲載側クライアント・デバイス１０２に送信して、ブッキング車両４２２が、予約済み
駐車空間４１４を出庫したことを確認し得る。
【００６４】
　図６Ａは、データベース１０８が、一つ又は複数のデータベース表６００に、掲載場所
３１０に関する位置データ６０２を記憶し得ることを示す。一つ又は複数のデータベース
１０８は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ａｚｕｒｅ（登録商標）データベース等のクラウド管理
式ＳＱＬデータベースを含み得る。一つ又は複数のデータベース１０８は、コンピューテ
ィング・クラウド１２２のメモリ２０４に記憶され得る。
【００６５】
　データベース１０８を管理することを担当する一つ又は複数のサーバは、ブッキング側
クライアント・デバイス１０４から受信される地理的アドレスを有するマップ・データベ
ースに問合せた後、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｍａｐｓ（登録商標）データベース等のマップ・デー
タベースから位置データ６０２を受信し得る。他の変形例において、ウェブ・サーバ１１
２、アプリケーション・サーバ１１０、又はその組合せは、ブッキング側クライアント・
デバイス１０４の位置ユニット２１８から直接、位置データ６０２を受信し得る。
【００６６】
　位置データ６０２は、緯度及び経度座標を含み得る。例えば、位置データ６０２は、ユ
ニバーサル・トランスバース・マーケイタ（ＵＴＭ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｒａｖｅｒ
ｓｅ　Ｍｅｒｃａｔｏｒ）座標系内の緯度及び経度座標を含み得る。
【００６７】
　データベース１０８は、一つ又は複数のデータベース表６０４に、掲載場所３１０に関
する位置データ６０２を記憶し得る。アプリケーション・サーバ１１０は、同様に、ブッ
キング側クライアント・デバイス１０４、自己運転車両１２８の制御ユニット１２６、又
はその組合せから受信される掲載要求３０４を解釈し、駐車空間のタイプ３０８、掲載価
格３１２、利用可能性窓３１４、又はその組合せに関するデータ又は情報を掲載側データ
ベース表６０４に記憶し得る。
【００６８】
　図６Ｂは、データベース１０８が、同様に、一つ又は複数の予約データベース表６０６
を含み得ることを示す。予約データベース表６０６は、駐車空間のタイプ３０８、予約期
間４１８、予約済み駐車空間４１４に関する位置データ６０２、又はその組合せを含む、
予約要求４１０から取得されるデータ又は情報を含み得る。予約データベース表６０６は
、同様に、予約済み駐車空間４１４の占有ステータス６０８、バッファ期間６１０、及び
／又は、掲載側クライアント・デバイス１０２又は駐車場センサ１０６から受信されるタ
イムスタンプ６１２に基づく実際の駐車時間６１４に関するデータ又は情報を含み得る。
【００６９】
　駐車場管理システム１００は、予約済み駐車空間４１４の近傍の一つ又は複数の駐車場
センサ１０６に問合せる又は確認信号を送信することによって、予約済み駐車空間４１４
の占有ステータス６０８を決定し得る。別の変形例において、駐車場管理システム１００
は、掲載側クライアント・デバイス１０２から確認信号又はメッセージを受信することに
よって、予約済み駐車空間４１４の占有ステータス６０８を決定し得る。例えば、駐車場
管理システム１００は、ブッキング車両４２２が予約済み駐車空間４１４を空けたことを
確認するよう掲載ユーザに指令するリンクを含むテキスト・メッセージを掲載側クライア
ント・デバイス１０２に送信し得る。
【００７０】
　駐車場管理システム１００は、同様に、予約データベース表６０６に記憶される予約要
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求４１０の予約期間４１８にバッファ期間６１０を付加し得る。駐車場管理システム１０
０は、予約期間４１８の長さに基づいてバッファ期間６１０を設定し得る。例えば、駐車
場管理システム１００は、ブッキング・ユーザによって最初に要求される予約期間４１８
の長さの半分としてバッファ期間６１０を設定し得る。別の変形例において、駐車場管理
システム１００は、３０分を超える全ての予約について１時間のバッファ期間６１０を自
動的に設定し得る。
【００７１】
　駐車場管理システム１００は、ブッキング・ユーザが、バッファ期間６１０の終りまで
予約期間４１８を延長することを可能にし得る。例えば、ブッキング・ユーザが、１時間
の予約期間４１８を最初に要求するとき、駐車場管理システム１００は、この予約につい
てのバッファ期間６１０を３０分として自動的に設定し得る。この場合、駐車場管理シス
テム１００は、ブッキング・ユーザが、１．５時間までの間、予約済み駐車空間４１４に
ユーザの車両を駐車することを可能にし得る。駐車場管理システム１００は、延長につい
ての追加料金をブッキング・ユーザに請求し得る。バッファ期間６１０の終りに達すると
すぐに、駐車場管理システム１００は、ブッキング・ユーザが予約期間４１８をそれ以上
長く延長することを防止し、新しい予約要求４１０を始動するようブッキング・ユーザに
要求し得る。
【００７２】
　バッファ期間６１０が予約期間４１８に付加されると、駐車場管理システム１００は、
予約期間４１８及びバッファ期間６１０の保留中に利用可能な又は非占有の駐車空間を掲
載する任意のデータベース表において掲載物４０６がエントリとして現れないことを保証
し得る。駐車場管理システム１００は、ブッキング側クライアント・デバイス１０４及び
／又は全ての自己運転車両１２８の制御ユニット１２６から受信される全ての予約要求４
１０にバッファ期間６１０を付加し得る。
【００７３】
　データベース１０８は、同様に、掲載側クライアント・デバイス１０２、ブッキング側
クライアント・デバイス１０４、駐車場センサ１０６、又はその組合せから受信されるタ
イムスタンプ６１２を記憶し得る。掲載側クライアント・デバイス１０２、駐車場センサ
１０６、又はその組合せは、掲載要求３０４の送信に関連してタイムスタンプ６１２を送
信し得る。ブッキング側クライアント・デバイス１０４は、予約要求４１０の送信に関連
してタイムスタンプ６１２を送信し得る。駐車場センサ１０６、掲載側クライアント・デ
バイス１０２、又はその組合せは、同様に、ステータス更新４２０の送信に関連して、又
は、予約済み駐車空間４１４の占有ステータス６０８が変化するときにタイムスタンプ６
１２を送信し得る。
【００７４】
　予約データベース表６０６は、同様に、受信されるタイムスタンプ６１２に基づいて実
際の駐車時間６１４を記憶し得る。駐車場管理システム１００は、ブッキング車両４２２
が予約済み駐車空間４１４を占有し、同じブッキング車両４２２が予約済み駐車空間４１
４を空けるときに受信されるタイムスタンプ６１２に基づいて実際の駐車時間６１４を決
定し得る。実際の駐車時間６１４は、予約要求４１０に含まれる予約期間４１８と異なり
得る。
【００７５】
　データベース表６００は、同様に、掲載カウント６１６及び予約カウント６１８の記録
をつけ得る。掲載カウント６１６は、所与の期間中に駐車場管理システム１００を使用し
て掲載される駐車空間の数又は量に対応し得る。予約カウント６１８は、所与の期間中に
駐車場管理システム１００を使用して予約される駐車空間の数又は量に対応し得る。例え
ば、掲載カウント６１６は、所与の期間内に駐車場管理システム１００によって受信され
る掲載要求３０４の数に対応し得る。予約カウント６１８は、所与の期間内に駐車場管理
システム１００によって受信される予約要求４１０の数に対応し得る。駐車場管理システ
ム１００は、受信される掲載要求３０４の数及び予約要求４１０の数に基づいて、掲載カ



(20) JP 2018-514890 A 2018.6.7

10

20

30

40

50

ウント６１６及び予約カウント６１８を含む一つ又は複数のデータベース表６００を絶え
ず更新し得る。
【００７６】
　図７は、駐車場管理システム１００の一つ又は複数のプロセッサ２０２が、コンピュー
ティング・クラウド１２２のメモリ２０４に記憶されるコンピュータ可読命令を実行して
、推奨掲載価格（ｒｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄ　ｌｉｓｔ　ｐｒｉｃｅ）７００を決定し得る
ことを示す。駐車場管理システム１００は、掲載側クライアント・デバイス１０２から受
信される掲載要求３０４に応答して推奨掲載価格７００を決定し得る。
【００７７】
　駐車場管理システム１００は、掲載側クライアント・デバイス１０２から受信される位
置データ６０２に基づいて半径境界（ｒａｄｉｕｓ　ｂｏｕｎｄａｒｙ）７０２を最初に
確立することによって推奨掲載価格７００を決定し得る。駐車場管理システム１００は、
一つ又は複数のデータベース１０８に記憶される位置データ６０２を取出し、位置データ
６０２の座標を中心ポイントとして使用して半径境界７０２を確立し得る。例えば、駐車
場管理システム１００は、半径境界７０２を、１マイル又は１キロメートル半径の境界又
は区画として確立し得る。駐車場管理システム１００は、半径境界７０２のサイズを、位
置データ６０２が位置する自治体又は地理的領域のサイズ等の地理的基準に基づいて設定
し得る。駐車場管理システム１００は、同様に、時刻、曜日、月、季節、又はその組合せ
に基づいて半径境界７０２を調整し得る。
【００７８】
　駐車場管理システム１００は、その後、半径境界７０２及びプリセット期間（ｐｒｅｓ
ｅｔ　ｔｉｍｅ　ｐｅｒｉｏｄ）７０４を使用して、一つ又は複数のデータベース１０８
をフィルタリングし得る。プリセット期間７０４は、１０分から１０日の範囲に及び得る
。他の変形例において、プリセット期間７０４は１１日以上であり得る。プリセット期間
７０４は、駐車場管理システム１００の管理者によって調整され得る。駐車場管理システ
ム１００は、プリセット期間７０４内に受信される全ての他の掲載要求３０４の半径境界
７０２及び位置データ６０２を使用して一つ又は複数の掲載データベース表６０４をフィ
ルタリングして、掲載カウント（ｌｉｓｔｉｎｇ　ｃｏｕｎｔ）６１６を決定し得る。駐
車場管理システム１００は、同様に、プリセット期間７０４内に受信される全ての他の予
約要求４１０の半径境界７０２及び位置データ６０２を使用して一つ又は複数の予約デー
タベース表６０６をフィルタリングして、予約カウント（ｒｅｓｅｒｖａｔｉｏｎ　ｃｏ
ｕｎｔ）６１８を決定し得る。
【００７９】
　駐車場管理システム１００は、その後、掲載カウント６１６及び予約カウント６１８を
使用してトランザクション・レート（ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ　ｒａｔｅ）７０６を計算
し得る。トランザクション・レート７０６は、掲載カウント６１６及び予約カウント６１
８を合計することによって計算され得る。トランザクション・レート７０６は、掲載カウ
ント６１６及び予約カウント６１８を合計して、総合カウントをもたらし、総合カウント
をプリセット期間７０４で割ることによって計算され得る。トランザクション・レート７
０６は、同様に、予約カウント６１８又は掲載カウント６１６と同等であり得る。駐車場
管理システム１００は、トランザクション・レート７０６を一つ又は複数のデータベース
表６００に記憶し、新しい掲載要求３０４が受信されると、トランザクション・レート７
０６を更新し得る。
【００８０】
　トランザクション・レート７０６は、同様に、予約カウント６１８と掲載カウント６１
６の比をとることによって、又は、予約カウント６１８を掲載カウント６１６で割ること
によって計算され得る。駐車場管理システム１００は、同様に、掲載カウント６１６、予
約カウント６１８、又はその和のうちの任意のものに予約カウント６１８と掲載カウント
６１６の比を加算することによってトランザクション・レート７０６を計算し得る。
【００８１】
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　駐車場管理システム１００は、その後、トランザクション・レート７０６を使用して掲
載乗算子（ｌｉｓｔｉｎｇ　ｍｕｌｔｉｐｌｉｅｒ）７０８を計算し得る。駐車場管理シ
ステム１００は、トランザクション・レート７０６が第１のレート閾値（ｆｉｒｓｔ　ｒ
ａｔｅ　ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ）７１２を超えるとき、トランザクション・レート７０６に
第１の対数関数（ｆｉｒｓｔ　ｌｏｇａｒｉｔｈｍｉｃ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）７１０を適
用することによって掲載乗算子７０８を計算し得る。例えば、第１のレート閾値７１２は
、１分当たり１０の掲載物及び／又は要求のレートであり得、駐車場管理システム１００
は、トランザクション・レート７０６が第１のレート閾値７１２を超えるとき、トランザ
クション・レート７０６にｌｏｇ１０関数を適用し得る。トランザクション・レート７０
６が第１のレート閾値７１２を超えないとき、駐車場管理システム１００は、トランザク
ション・レート７０６が第２のレート閾値（ｓｅｃｏｎｄ　ｒａｔｅ　ｔｈｒｅｓｈｏｌ
ｄ）７１６を超えるとき、トランザクション・レート７０６に第２の対数関数（ｓｅｃｏ
ｎｄ　ｌｏｇａｒｉｔｈｍｉｃ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）７１４を適用し得る。第１のレート
閾値７１２は第２のレート閾値７１６と異なり得る。例えば、第１のレート閾値７１２は
第２のレート閾値７１６より大きい可能性がある。第２の対数関数７１４は自然対数関数
である。
【００８２】
　駐車場管理システム１００は、掲載乗算子７０８を平均掲載価格（ａｖｅｒａｇｅ　ｌ
ｉｓｔｉｎｇ　ｐｒｉｃｅ）７１８で乗算することによって推奨掲載価格（ｒｅｃｏｍｍ
ｅｎｄｅｄ　ｌｉｓｔｉｎｇ　ｐｒｉｃｅ）７００を決定し得る。駐車場管理システム１
００は、掲載データベース表６０４のフィルタリング済みインスタンス（具体的値）に記
憶される掲載価格３１２の平均をとることによって平均掲載価格７１８を計算し得る。推
奨掲載価格７００を計算した後、アプリケーション・サーバ１１０は、通信ネットワーク
１１８を通じて掲載側クライアント・デバイス１０２に推奨掲載価格７００を送信し得る
。
【００８３】
　駐車場管理システム１００は、同様に、予約データベース表６０６のフィルタリング済
みインスタンス（具体的値）に記憶される実際の駐車時間（ａｃｔｕａｌ　ｐａｒｋ　ｔ
ｉｍｅｓ）６１４に基づいて平均駐車時間（ａｖｅｒａｇｅ　ｐａｒｋ　ｔｉｍｅ）７２
０を決定し得る。駐車場管理システム１００は、その後、平均駐車時間７２０と同等の推
奨利用可能時間（ｒｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄ　ａｖａｉｌａｂｉｌｉｔｙ　ｔｉｍｅ）７２
４を掲載側クライアント・デバイス１０２に送信し得る。他の変形例において、駐車場管
理システム１００は、平均駐車時間７２０を乗算子で乗算して、推奨利用可能時間７２４
をもたらし得る。
【００８４】
　駐車場管理システム１００は、同様に、ブッキング・ユーザが、予約期間４１８の終り
を過ぎて予約済み駐車空間４１４を占有することによってシステムを不正使用しないこと
を保証し得る。駐車場管理システム１００は、通信ネットワーク１１８を通じて、予約済
み駐車空間４１４からのブッキング車両４２２の出庫又は出庫予定に関するステータス更
新（ｓｔａｔｕｓ　ｕｐｄａｔｅ）４２０を受信し得る。
【００８５】
　駐車場管理システム１００は、ステータス更新４２０を受信することに応答してブッキ
ング車両４２２に関連するブッキング側クライアント・デバイス１０４のリアルタイム位
置を決定し得る。駐車場管理システム１００は、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｍａｐｓ（登録商標）デ
ータベース等のマップ・データベースに問合せることによってブッキング側クライアント
・デバイス１０４のリアルタイム位置（ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ　ｐｏｓｉｔｉｏｎ）７２４
を決定し得る。別の変形例において、駐車場管理システム１００は、ブッキング側クライ
アント・デバイス１０４の場所ユニット２１８を直接追跡することによってブッキング側
クライアント・デバイス１０４のリアルタイム位置７２４を決定し得る。
【００８６】



(22) JP 2018-514890 A 2018.6.7

10

20

30

40

50

　ブッキング側クライアント・デバイス１０４のリアルタイム位置７２４が、予約済み駐
車空間４１４の掲載場所３１０の近傍にないとき、例えば、ブッキング側クライアント・
デバイス１０４が半径境界７０２の外にあるとき、駐車場管理システム１００は、予約済
み駐車空間４１４の近傍の駐車場センサ１０６に問合せて、予約済み駐車空間４１４の占
有ステータス６０８を確認し得る。別の変形例において、駐車場管理システム１００は、
ブッキング車両４２２の出庫を確認するためのユーザ入力を掲載ユーザが入力することを
要求することによって、予約済み駐車空間４１４の占有ステータス６０８を確認するため
掲載側クライアント・デバイス１０２に問合せ得る。他の変形例において、ブッキング車
両４２２が自己運転車両１２８であるとき、駐車場管理システム１００は、自己運転車両
１２８のリアルタイム位置について自己運転車両１２８の制御ユニット１２６に確認信号
を送信し得る。
【００８７】
　駐車場管理システム１００は、ペナルティ乗算子（ｐｅｎａｌｔｙ　ｍｕｌｔｉｐｌｉ
ｅｒ）７２８を使用してペナルティ・レート（ｐｅｎａｌｔｙ　ｒａｔｅ）７２６を計算
し得る。一変形例において、ペナルティ乗算子７２８は掲載乗算子７０８と同等であり得
る。他の変形例において、ペナルティ乗算子７２８は掲載乗算子７０８より大きい、例え
ば、掲載乗算子７０８の２倍の値であってもよい。駐車場管理システム１００は、掲載価
格３１２をペナルティ乗算子７２８で乗算することによってペナルティ・レート７２６を
計算し得る。駐車場管理システム１００は、通信ネットワーク１１８を通じて、ペナルテ
ィ・レート７２６をブッキング側クライアント・デバイス１０４、掲載側クライアント・
デバイス１０２、又はその組合せに送信し得る。
【００８８】
　図８は、駐車場管理システム１００が、プリセット期間７０４内で駐車場管理システム
１００によって受信される掲載要求３０４及び予約要求４１０に含まれるトランザクショ
ン・レート７０６及び位置データ６０２を使用して、因果的関心地点（ＰＯＩ：ｐｏｉｎ
ｔ－ｏｆ－ｉｎｔｅｒｅｓｔ）８００を決定し得ることを示す。駐車場管理システム１０
０は、或る半径境界７０２内のトランザクション・レート７０６が、１分当たり五つの又
は十の掲載物及び／又は要求等のレート閾値を超えるときに、因果的ＰＯＩ８００を決定
し得る。半径境界７０２は、駐車場管理システム１００が第１の掲載要求３０４又は予約
要求４１０を受信するときに確立され得る。
【００８９】
　因果的ＰＯＩ８００は、因果的ＰＯＩ８００の近傍内の、駐車についての需要のサージ
又は突然の増加をもたらす場所又は地域であり得る。例えば、因果的ＰＯＩ８００は、ス
ポーツ・スタジアム、コンサート・ホール、ナイトクラブ、ムービー・シアター、ミュー
ジアム、又はレストランを含み得る。因果的ＰＯＩ８００は、同様に、ファーマーズ・マ
ーケットのサイト、政治集会のサイト、又はパレード・ルート等のイベントの場所を含み
得る。
【００９０】
　駐車場管理システム１００は、プリセット期間７０４内に受信される掲載要求３０４及
び予約要求４１０の位置座標によって生成される多角形の重心を計算することによって、
因果的ＰＯＩ８００を決定し得る。例えば、三つの予約要求４１０は６０秒期間内に受信
され得、駐車場管理システム１００は、三つの予約要求４１０に含まれる三つの所望のブ
ッキング場所４０２に頂点を有する三角形の重心を計算し得る。
【００９１】
　駐車場管理システム１００は、同様に、要求軌跡８０２を使用して因果的ＰＯＩ８００
を決定し得る。要求軌跡８０２は、ブッキング側クライアント・デバイス１０４を運ぶ車
両又は他のモードの輸送の進行の軌跡又は方向であり得る。他の変形例において、要求軌
跡８０２は、予約要求４１０を送信する自己運転車両１２８の進行の軌跡又は方向であり
得る。
【００９２】
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　駐車場管理システム１００が、因果的ＰＯＩ８００の場所を決定すると、駐車場管理シ
ステム１００は、因果的ＰＯＩ８００の近傍のユーザ・クライアント・デバイスに一つ又
は複数の通知、メッセージ、又は警報を送信して、駐車場管理システム１００を使用して
駐車空間を掲載するよう、こうしたユーザに報知し得る。駐車場管理システム１００は、
駐車場管理システム１００を使用して自分の駐車空間を以前に掲載したユーザのクライア
ント・デバイスに通知、メッセージ、又は警報を送信し得る。駐車場管理システム１００
は、同様に、要求軌跡８０２に沿って又は因果的ＰＯＩ８００につながるルートに沿って
ユーザ・クライアント・デバイスに通知、メッセージ、又は警報を送信し得る。
【００９３】
　図９は、通信ネットワーク１１８を通じて駐車場予約を管理するコンピュータ実装式方
法９００が、一つ又は複数のメモリ・ユニット２０４に記憶される一つ又は複数のデータ
ベース１０８において、掲載場所３１０に関する位置データ６０２を受信することを含み
得ることを示す。位置データ６０２又は掲載場所３１０のアドレスは、ステップ９０２に
て、掲載側クライアント・デバイス１０２によって送信され得る。位置データ６０２又は
掲載場所３１０のアドレスは、同様に、ステップ９０４にて、駐車場センサ１０６によっ
て送信され得る。掲載側クライアント・デバイス１０２又は駐車場センサ１０６がアドレ
スを送信するとき、アプリケーション・サーバ１１０は、ステップ９０６にて、アドレス
の位置座標についてマップ又はＧＩＳデータベースに問合せ得る。アプリケーション・サ
ーバ１１０は、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｍａｐｓ（登録商標）ＡＰＩ等のマップＡＰＩを通してマ
ップ又はＧＩＳデータベースと相互作用し得る。
【００９４】
　方法９００は、同様に、ステップ９０８にて、一つ又は複数のプロセッサ２０２を使用
して、一つ又は複数のデータベース１０８に記憶される位置データ６０２に基づいて半径
境界７０２を確立することを含み得る。方法９００は、同様に、ステップ９０１にて、一
つ又は複数のプロセッサ２０２を使用して、半径境界７０２を使用して一つ又は複数のデ
ータベース１０８をフィルタリングし、それにより、掲載される駐車空間の量を表す掲載
カウント６１６及びプリセット期間７０４内に予約される駐車空間の量を表す予約カウン
ト６１８を決定する、ことを含み得る。
【００９５】
　方法９００は、同様に、ステップ９１２にて、一つ又は複数のプロセッサ１０８を使用
して、掲載カウント６１６、予約カウント６１８、及びプリセット期間７０４を使用して
トランザクション・レート７０６を計算し、トランザクション・レート７０６を一つ又は
複数のデータベース１０８に記憶することを含み得る。方法９００は、同様に、ステップ
９１４にて、平均掲載価格７１８を計算することを含み得る。方法９００は、同様に、ス
テップ９１６にて、掲載乗算子７０８を計算することを含み得る。方法９００は、一つ又
は複数のプロセッサ１０８を使用して、平均掲載価格７１８及び掲載乗算子７０８に基づ
いて推奨掲載価格７００を決定することを含み得る。方法９００は、ステップ９２０にて
、推奨掲載価格７００を、通信ネットワーク１１８を通じて掲載側クライアント・デバイ
ス１０２に送信することを含み得る。
【００９６】
　方法９００は、同様に、アプリケーション・サーバ１１０が、予約済み駐車空間４１４
からのブッキング車両４２２の出庫に関するステータス更新４２０を受信することを含み
得る。例えば、ブッキング側クライアント・デバイス１０４は、ステップ９２２にて、ス
テータス更新４２０を送信し得る。方法９００は、ステップ９２４にて、ステータス更新
４２０を受信することに応答して、ブッキング側クライアント・デバイス１０４のリアル
タイム位置７２４を決定することを含み得る。方法９００は、同様に、ステップ９２６に
て、ステータス更新に応答して、予約済み駐車空間４１４の近傍の駐車場センサ１０６に
問合せることであって、それにより、予約済み駐車空間４１４の占有ステータス６０８を
確認する、問合せることを含み得る。方法９００は、同様に、ステップ９２８にて、ブッ
キング車両４２２が予約期間４１８の終りを超えて滞在したとシステムが判定すると、ペ
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【００９７】
　本明細書で述べるシステム及び方法は、駐車場データ又は情報が、クラウド管理式デー
タベースにおいて管理され記憶される方法の改善を提供する。更に、駐車場掲載物が付加
され、予約要求が受信されるレートに対応するトランザクション・レート７０６に基づい
て推奨掲載価格７００を計算することによって、システムは、静的在庫レベルに基づいて
価格を推奨することに勝る、駐車場管理分野における改善を提供する。
【００９８】
　幾つかの変形例が述べられた。それでも、変形例の精神及び範囲から逸脱することなく
、種々の修正が行われてものよいことが当業者によって理解されるであろう。更に、図に
おいて述べるフローチャート又はロジック・フローは、所望の結果を達成するために、示
す特定の順序又は連続的な順序を必要としない。更に、他のステップ又はオペレーション
が提供されてもよく、又は、所定のステップ又はオペレーションが、述べるフローから削
除されてもよく、また、他のコンポーネントが、述べるシステムに付加されてもよい又は
そこから除去されてもよい。したがって、他の変形例は、添付特許請求の範囲内にある。
【００９９】
　本明細書で開示する種々の方法が、機械、デバイス、又はコンピューティング・デバイ
スのプロセッサ又は処理ユニットによって、適合性のある、可読の、及び／又は実行可能
な命令を含む、非一時的可読媒体、機械可読媒体、及び／又は機械アクセス可能媒体で具
現化されてもよいことが当業者によって理解されるであろう。図における構造及びモジュ
ールは、独特であり、且つ、他の構造ではなく、少数の特定の構造だけと通信するものと
して示されてもよい。構造は、互いに併合されてもよく、オーバラップする機能を実施し
てもよく、図において接続されるものとして示されない他の構造と通信してもよい。した
がって、本明細書及び／又は図面は、制限的な意味ではなく例証的な意味で考えられても
よい。
【図１】 【図２Ａ】
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【図３Ｂ】 【図４Ａ】
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